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[1] R 上の超関数 T は，任意の試験関数 φ ∈ D(R) に対して，T ∗ φ = φ′ を満た
すとする．このような T をすべて求めよ．

[2] R 上の緩増加超関数 T は，T ′′ + T = 0 を満たすとする．このような T をす
べて求めよ．

[3] R 上の緩増加超関数 T は，任意の急減少関数 φ ∈ S(R) に対して，T ∗ φ =∫ ∞
−∞ φ(x) dx を満たすとする．ただし右辺は定数関数を表す．このような T をすべ
て求めよ．

[4] R 上の次の関数は，どの範囲の Sobolev 空間 Hs(R) に入るか．s > 0 の範囲
を求めよ．

f(x) =



0, x ≤ −2の場合,

x + 2, −2 ≤ x ≤ −1の場合,

−x, −1 ≤ x ≤ 1の場合,

x − 2, 1 ≤ x ≤ 2の場合,

0, x ≥ 2の場合.


